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中期 5ヵ年事業構想（個別）の政策の要点について 
 
平成 18年度～平成 22年度までの中期 5ヵ年事業構想を策定いたしました。その政策の要点について報告いた
します。なお、今回発表する中期 5 ヵ年事業構想は個別であり、子会社である MILBON USA, INC.との連結は
しておりません。また、中期事業構想は経済状況や環境変化に対応するため毎年見直すことを前提としており
ます。 
 
業績の見通しおよび政策の要点は下記の通りです 
 
Ⅰ 業績の見通し 
                                        （単位：億円） 

 平成 18 年度(2006) 平成 22 年度(2010) 増減金額 

国   内 １６８．４ ２３８．０ ６９．６ 

国 際 部 ７．１ １２．０ ４．９ 

パーマネントウエーブ用剤 ２３．４ ３１．０ ７．６ 

ヘアケア用剤 ８３．６ １１７．５ ３３．９ 

染毛剤 ６５．０ ９９．０ ３４．０ 

製
品
区
分
別 その他 ３．５ ２．５ △１．０ 

売 上 合 計 １７５．５ ２５０．０ ７４．５ 

経 常 利 益 ３８．０ ５０．０ １２．０ 

 
Ⅱ 政策の要点 
  1.中期マーケティングテーマ 
   『新しい美容市場の創造』 ～上質化戦略を推進し、パブリック顧客を美容市場に取り込む～ 
   1)ヘアカラー中核戦略  
ホイルワーク技術と新総合カラーによる上質なヘアカラーの普及推進によって、ホームカラー顧客を
サロンカラーへ取り込む。 

   2)技術サポート店販戦略   
  技術サポート店販コンセプトとデリバリーサービス（研究中）の普及推進によって、パブリックの 
ヘアケア顧客をサロンヘアケアへ取り込む。 
3)国際化戦略  
各地域の文化風土に合わせて、日本で開発された美容技術ソフトやマーケティング ノウハウを展開
推進する。 
①アジア 各地域に合わせて、美容市場に新風を吹き込み、美容業界の発展に貢献する。 
②USA   リシオ-リ･コンディショニングシステムの追求による普及推進。 

 



2.国内市場政策 
 1)政策協働意思確認を前提とた、新たな戦略区分による重点代理店を選定し、活動の効率化を図る。 
 2)成長しているサロンへ活動を重点化し、政策共鳴し実践するミルボンサロンづくり 
 3)ミルボンサロン戦略の進化を基に、大型サロンへの個店対応を基本活動とする。 
 
 
 
 
 
 
 
3.フィールドパーソン(営業部員)戦略 
 フィールドパーソンを中心とした、専門部隊との立体的な組織態勢への進化を図る・ 
 1)大型・広域化するサロンに対応した専門部隊のネットワーク組織を構築する。 
 2)フィールドパーソンおよびフィールドパーソンマネージャーのレベルアップを図る。 

 平成 18 年期首(2006 年) 平成 22 年期末（2010 年） 
国内フィールドパーソン １６７名 ２２０名 
国際フィールドパーソン   ６名  １０名 

 
 
4.製品開発 
 1)TAC 開発システムを進化させる『感性と科学の融合』を図るための、研究開発態勢を創る。 
 2)国際化製品開発のための人材確保と育成 
 
 
5.生産・物流政策 
 3 工場の相互補完と外注政策による多品種変量生産態勢の確立を目指す。 
 1)ヘアカラー500 色構想に対応した生産態勢の確立。 
 2)受注システムを含めた生産管理システムと物流および物流拠点の再整備。 
 

以上 
 
 
 
 

 平成 18 年度 平成 22 年度 
ミルボンサロン総数 ７，５００軒 １０，０００軒 
ホイルワーク実践サロン ３，０００軒  ８，０００軒 
店販デリバリー（研究中）推進サロン   １００軒  ８，０００軒 


